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地本前の道路の清掃の様子
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地本前の道路の清掃の様子
（中央：管理班長 廣谷事務官）

っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
で
19
回
目
と

当
日
は
、
朝
早
く
集
ま
っ
た
３
人
の
先
生
を
含
む

人
の

39
地本前の道路の清掃の様子

（中央：管理班長 廣谷事務官）

も
、
各
協
力
団
体

る
見
識
を
深
め
て

宇
都
宮
募
集
案

に
関
す
る
こ
と
等

け
、
宇
宙
に
関
す

し
て
自
衛
隊
に
対

と
の
連
携
を
密
に

を
高
め
る
こ
と
に

す
る
理
解
と
信
頼

ブ
リ
（
宇
宙
ゴ
ミ
）

様
々
な
説
明
を
受

い
た
様
子
で
あ
っ

と
し
て
い
る
。

努
め
、
募
集
活
動

た
。

内
所
は
、「
今
後

の
警
戒
態
勢
を
整
え
て
い
る
こ
と
や
、
日
夜
錬
成
訓
練
に
励
ん
で
い
る

細
な
説
明
を
受
け
た
後
、Ｆ
ー
２
戦
闘
機
前
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
対
領
空
侵
犯
措
置
（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発

こ
と
が
確
認
で
き
頼
も
し
く
感
じ
た
」
と
の
感
想
を
述
べ
た
。
ま
た
、

進
）、
災
害
派
遣
に
備
え
日
夜
錬
成
に
励
ん
で
い
る
隊
員
へ
の
期
待
と

お
い
し
い
、
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
嬉
し
い
で
す
」
と

研
修
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
説
明
に
聞
き
入
り
、「
実
物
の
戦
闘
機
や

陸
尉
）
は
、
９
月
11
日
（
月
）
自
衛
隊
宇
都
宮
北
家
族
会
（
会
長

國
井
宮
子
）
29
名
の
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
研
修
支
援
を
行
っ
た
。

（
Ｆ
ー
２
戦
闘
機
）
及
び
救
難
機
（
Ｕ
Ｈ
ー
60
Ｊ
、Ｕ
ー
１
２
５
Ａ
）

に
つ
な
げ
て
い
く
」


